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Ａ．研究目的 

交通事故やコンタクトスポーツでは、

頭部の受傷によって引き起こされたと

考えられる認知機能障害や行動障害を

認めながらも、CT や MRI などで急性硬

膜化血腫や脳組織の損傷などの脳損傷

の明確な所見を認めないケースが存在

する。こうしたケースは、受傷機転、意

識障害の持続時間などから、軽度頭部外

傷(mild traumatic brain injury: MTBI)など

と診断されることが少なくない。しかし

ながら、MTBI のように直後には明確な

所見が得られなくとも、受傷から数年が

経過した慢性期に高次脳機能障害を呈
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することがあり、適切な治療や社会的支

援が受けられないなど、社会的な問題と

なっている。頭部への受傷から長期間が

経過した後に脳の萎縮や変形が出現す

ることは死後脳研究などで知られてい

るが、これらの晩期脳画像所見と高次脳

機能障害との関連はこれまで十分に検

討されていない。 

本研究は、量研機構において収集さ

れた頭部外傷患者の脳画像データを利

用し、様々な頭部外傷の慢性期に引き起

こされる臨床症状を反映した脳画像所

見を同定することを目的とする。 

また、近年国内外で社会問題になっ

ている遅発性脳障害(慢性外傷性脳症)に

関する脳画像研究や、国内における実態

についての調査およびレビューも行っ

た。 

 

Ｂ．研究方法 

(1) 分担研究者の高畑は、量子科学技術

研究開発機構(量研機構)にて収集された

脳震盪の既往歴を有する元コンタクトス

ポーツ選手 27名(男性 24名、平均年齢

43.9±10.9歳)と脳震盪の既往歴を有さ

ない健常対象者 22名(男性 21名、平均年

齢 44.4±14.2歳)の MRI T1強調画像、T2

強調画像、磁化率強調画像(SWI)の画像デ

ータを用いて、MTBI の慢性期における脳

形態画像所見の抽出を行った。MTBIによ

る慢性期の脳形態画像を抽出する基準と

して、過去に MTBIの大規模死後脳研究で

報告されている脳の形態異常所見

(Iverson et al. 2019; McKee et al. 

2015)と一致する脳画像所見の同定を行っ

た。 

(2) 高次脳機能障害の新たな診断基準

の作成に向けて、高次脳機能障害と関

連する頭部外傷の慢性期 MRI 所見に関

する文献的レビューを進めた。具体的

には、頭部外傷の慢性期(受傷から少な

くとも 1 年以上が経過した症例)におけ

る脳の萎縮や変形について検討した臨

床研究を網羅的に収集し、萎縮・変形

部位の抽出、認知機能障害との相関に

ついて検討を行う。 

 

Ｃ．研究結果と考察 

(1)  データ解析の結果、8 つの形態異

常所見(乳頭体の萎縮、透明中隔腔、

血管周囲腔の拡大、視床の萎縮、脳

梁の菲薄化、脳室拡大、脳幹の萎縮、

黒質の脱色素化)が抽出された。さ

らに、記憶や情動を司る Papez の回

路の一部である乳頭体の容積を

IKT-SNAP(Paul A et al., Neuroimage 

2006)により定量したところ、論理

的記憶および Rey-Osterrieth 複雑図

形検査における遅延再生課題のス

コアと有意に相関していた ( p < 

0.05)。また、脳梁の萎縮は、Wisconsin 

card sorting test Keio version のスコア

と相関していた( p < 0.05)。この検討

により、頭部外傷による高次脳機能

障害で最も頻繁に認められる症状

である記憶障害と遂行機能障害に
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ついて、それぞれ乳体頭、脳梁の萎

縮が関連していることが示された。

今回の検討では、MTBI の慢性期脳

画像所見の検討を脳震盪の既往歴

を有する元コンタクトスポーツ選

手を対象に実施したが、今後、交通

外傷によるMTBIの症例データを対

象に検討を行う必要がある。 

 

(2)  単発重度頭部外傷および MTBI の

長期経過例(受傷から少なくとも 1 年

以上が経過した症例)で、T1 強調画像、

T2 強調画像、SWI を撮像した研究を

抽出し、報告された脳の萎縮や形態異

常と高次脳機能障害との関連をまと

めている。この結果は、頭部外傷によ

る高次脳機能障害の診断基準の作成

において有用な知見である。 

 

Ｄ．結論 

本検討により、受傷直後には脳画像所見

を認めない MTBIのケースであっても、受

傷から長期間が経過した後には、一部の

脳領域(乳頭体や脳梁など)に萎縮を認

め、記憶障害や遂行機能障害などの高次

脳機能障害と関連していることが明らか

となった。今後は量研機構にて進めてい

る[18F]PM-PBB3 を用いたタウ PET 研究

で得られた結果との関連性についても

検討し、頭部外傷による遅発性後遺症の

精神神経症状を定量的に評価する手法の

開発を進める。 
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